
迷
惑
は
も
ち
ろ
ん
の
ζ
と
、
機
械
ま
で

が
間
以
損
し
、
そ
れ
を
催
混
ず
る
の
に
ば

〈
大
な
罰
的
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
い

う
と
と
を
、
多
〈
の
人
が
知
ら
ー
な
さ
過

ぎ
る
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
聞

紙
や
雑
誌
な
ど
は
主
む
み
と
一
轄
に
出

さ
な
い
で
、
斑
ロ
山
田
収
の
時
ぞ
利
用
し

た
ら
、
市
も
市
民
も
両
方
に
と
っ
て
た

い
へ
ん
よ
い
E
と
と
思
い
ま
す
。
見
学

し
た
私
た
ち
は
、
隣
り
況
訴
や
知
人
に

な
み
の
区
分
け
の
大
切
さ
昔
、
よ
く
淑

解
し
て
も
ら
ろ
よ
ろ
に
世
間
め
る
つ
も
り

で
す
が
、
市
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
方
法

ポ
弐
一
般
の
人
に
協
力
や
注
官
学
呼
び

か
け
た
ら
ど
ラ
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
世
芝

持
っ
て
と
み
を
出
さ
な
い
か
ぎ
り
、
m
M

題
は
解
説
さ
れ
な
い
と
患
い
ま
す
。
」

と
感
想
文
か
長
回
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

No.352 

}
に
み
収
揮
と
一
処
閣
貯
の
問
題
己
れ
は
ひ
と
h
J
平
塚
市
だ
け
の
開
国
唱
で
は
な
く
、
各
間
前
体
共
通
の
大
き
な
課
題

と
い
え
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
む
家
ほ
一
軒
一
軒
か
ら
出
苔
れ
る
と
み
の
嗣
は
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、
全
世
川
と
ま
と

ま
り
ま
す
と
膨
大
な
黛
と
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
二
日
平
均
処
理
訴
は
、
タ

2
Eみ
が
百
六
十
止
、
燃
え
な

い
と
一
み
が
悶
十
ナ
に
な
り

i

ま
す
。
年
末
年
始
に
か
け
丈
は
、
一
時
的
に
な
み
の
摂
も
泊
王
、
処
一
坪
作
業
も
な
か
な

か
た
い
へ
ん
で
ず
。
一
陣
バ
白
広
報
紙
で
む
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
を
し
、
む
協
力
を
あ
騒
ヤ
レ
て
お

D

ま
す
が
、
折
P
か
b
絹
定
、
む
家
庭
の
w

円
五
そ
と
を
消
掃
し
、
す
が
す
が
し
い
新
年
を
通
五
一
一
ょ
う
と
さ
れ
ま
す
み

な
苦
必
片
品
ら
た
め
で
む
み
問
題
を
考
一
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

る

人口 213，636人
投手書 61， 934数帯
(55年 lUll臼混在 50年国勢調査調整〉

平
崎
市
も
抑
制
市
化
の
進
展
に
伴
う
人
登
も
処
理
問
も
年
む
と
に
増
加
す
る
ば
地
で
使
m
出
し
て
い
ま
す
が
、
己
ζ
は
あ

臼
の
田
川
加
や
生
活
様
式
の
変
化
向
上
と
か
り
で
す
。
と
二
年
く
ら
い
で
満
杯
と
な
り
ま
す
。
と
こ
る
で
、
市
内
に
は
と
み
佑
杭
婦

と
も
に
、
凡
じ
み
の
排
出
置
も
年
々
増
え
と
み
処
理
L
は
、
収
集
運
搬
間
や
焼
モ
ζ
で
一
新
し
い
坦
江
川
地
乙
し
て
、
問
所
が
、
燃
え
る
色
み
六
千
一
一
γ
け
か
所
、

続
け
て
い
ま
す
。
昭
和
三
寸
五
年
当
時
却
関
の
ほ
か
に
、
残
灰
等
の
埋
立
地
白
む
と
扉
の
遠
藤
原
に
、
皆
心
の
み
な
さ
燃
え
な
い
と
み
が
約
一
千
二
百
か
所
あ

の
京
市
人
口
は
約
十
万
人
で
、
む
み
の
経
簡
が
必
要
で
す
。
現
在
の
埋
立
地
ん
の

c…
協
力
を
得
て
、
土
地
の
確
保
に
り
ま
す
。
燃
え
る
と
み
は
週
二
間
収
佐

排
出
震
は
年
間
一
一
月
J
J
で
あ
っ
た
も
の
は
、
土
閣
の
下
水
上
と
い
う
出
判
所
を
山
出
現
力
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
長
い
間
と
み
が
肢
鼠
さ
れ

が
、
現
在
は
人
口
二
十
一
万
人
で
、
年

ザ

F
孔

む

訪

れ

守

弘

、

ノ

子

宮

d
n
V
3
3

る
ζ

と
は
あ
り
ま
ぜ
ん
が
、
燃
え
な
い

時

民

特

別

一

日

時

議

麗

こ

み

の

謁

手

間

川

を

と

み

は

月

一

回

収

集

の

た

め

、

2

白
人
が
決
め
ら
れ
た
日
時
を
守
ら
な
い

て
、
人
口
は
二
倍
で
あ
る
の
に
対
し
、
増

J

え
一
続
け
る
円
」
み
の
処
理
闘
を
少
し
苧
ら
に
、
む
み
を
資
源
と
し
て
再
で
む
み
歩
出
し
ま
子
と
、
長
い
間
む
み

去
の
撃
は
六
倍
に
も
一
費
、
一
人
当
で
も
抑
え
る
に
は
、
当
た
り
前
の
ζ
と
生
、
再
利
用
室
長
す
。
本
市
で
昭
が
街
角
に
草
さ
れ
て
、
主
に
重

た
り
の
排
出
量
一
は
一
一
日
間
に
も
壇
一
え
て
い
で
す
か
、
む
み
の
減
量
に
私
た
ち
み
ん
和
五
十
二
年
度
か
ら
始
め
た
「
資
源
む
を
損
ね
て
い
る
崩
所
が
あ
ち
ζ

ち

γ日比

る
と
い
う
こ
と
モ
7
0
年
間
六
万
ゾ
の
な
で
協
力
し
あ
う
ζ
と
が
必
要
で
す
。
み
潤
い
ま
す
」
万
式
は
、
年
々
一
世
鋸
回
ら
れ
ま
す
。
ひ
ど
い
所
で
は
収
集
日
白

一
む
告
書
、
小
学
校
の
体
育
館
喜
一
般
家
事
ら
出
塁
去
の
約
手
陣
も
増
え
、
震
雪
理
竺
壬
一
害
語
、
も
っ
と
み
が
出
さ
れ
て
い

一
主
ゲ
凶
十
五
杯
分
の
最
で
す
。

ζ

の
む
軒
は
水
分
で
す
。
も
っ
と
ポ
切
D
秒
よ
百
m悶
J
ヘ
五
十
三
年
度
二
千
一
一
一
百
二
十
る
場
所
長
兄
ら
れ
ま
す
。

一
み
を
収
培
す
る
た
め
に
、
一
年
間
叩
L
走
く
し
て
出
す
よ
う
に
す
る
。
事
庭
支
焼
四
ペ
五
十
毘
年
度
三
千
四
十
七
ト
ノ
と
市
で
布
日
比
し
た
「
清
擦
な
前
づ
く
り

る
収
集
阜
の
延
べ
台
数
は
、
約
三
万
二
却
で
き
る
場
合
は
幌
却
す
る
。
野
山
地
〈
順
調
に
延
び
て
お
り
ま
す
匂
と
み
の
時
モ
デ
ル
地
区
」
に
な
っ
て
い
る
立
野
町

千
二
百
台
宅
、
を
め
走
行
鼠
離
は
、
地
ず
な
ど
の
生
と
み
は
肥
料
に
す
る
。
質
量
と
み
H

源
の
持
生
と
い
う
一
石
二
鳥
白
で
は
、
当
需
制
で
な
み
箆
積
崩
所
の
盤

段
者
十
一
一
一
周
も
ま
わ
っ
た
ζ
と
に
な
D

い
物
な
ど
に
は
手
さ
庁
や
ふ
ろ
し
き
を
方
需
と
し
て
、

ζ
四
方
法
が
市
民
間
体
視
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
と

一

手

。

持

参

し

で

、

む

だ

な

装

紙

を

な

く

す

な

さ

よ

り

、

拡

大

さ

れ

る

よ

う

お

願

い

う

己

と

で

す

。

一
己
の
去
っ
に
膨
大
な
な
み
の
処
建
聞
な
ど
が
あ
げ
る
れ
ま
す
。
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
靖
闘
な
環
境
で
快
溺
な
一
住
認
を
~
認
め
j

一
は
、
人
口
増
、
円
」
会
牽
の
増
加
と
と
も
診
者

1

5

p

l

h

a

v

'

a

p

た
い
と
い
う
と
と
は
、
私
た
ち
み
ん
な

に

年

々

喜

一

途

を

た

ど

っ

て

い

分

観

戦

集

に

ご

協

力

を

の

綴

い

で

あ

り

ま

す

。

ほ

ん

の

一

部

の

一
ま
す
。
昭
和
五
十
年
度
に
は
約
七
億
円

d

l

4

m

J

d

墨
書

av
，
W
4
4

心
な
い
人
に
よ
っ
て
街
角
が
持
さ
れ
、

一
八
億
円
、
五
十
二
車
産
は
約
九
億
円
と
燃
え
な
い
と
み
を
分
別
し
て
収
集
し
て
会
に
替
相
し
、
大
神
の
じ
ん
か
い
焼
却
白
市
民
の
方
に
非
常
な
長
惑
を
か
け
て

一
い
う
よ
う
に
、
毎
年
一
億
円
ず
つ
増
互
い
ま
す
が
、
不
燃
物
の
中
に
新
額
紙
や
場
と
、
馬
入
工
業
街
地
内
の
粗
大
む
品
い
る
己
と
は
、
ま
己
と
に
恥
ず
か
し
い

一
て
お
り
、
五
十
四
年
度
で
は
約
十
一
億
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
入
っ
て
い
た
り
、
可
燃
段
砕
処
理
場
伊
バ
見
学
し
た
、
松
延
小
学
乙
と
で
す
。

円
を
一
要
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
個
人
市
物
に
笠
宮
か
ん
や
型
喜
び
ん
が
入
っ
て
校
成
人
委
員
会
む
み
な
さ
ん
か
、
何
は
、
「
決
め
ら
れ
や

J5に
、
決
め
ら
れ
た

民
税
の
約
一
一
一
討
に
当
た
り
ま
す
。
い
た
り
、
む
を
を
出
す
私
た
ち
に
問
題
「
ご
み
の
区
分
け
を
ち
ゃ
ん
と
し
で
出
場
所
に
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
な
み
を

十
}
嬉
円
の
一
経
費
で
一
学
校
の
部
育
館
を
が
あ
る
崩
告
が
多
〈
、

ζ
れ
が
結
百
四
は
す
ζ

と
が
、
い
か
に
大
事
な
己
と
か
よ
出
す
。
」
と
い
う
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

)
作
る
と
十
一
校
日
円
建
設
で
き
ま
す
。
己
労
力
や
処
理
問
の
む
F宿
い
に
つ
な
が
〈
分
か
り
ま
し
た
。
燃
え
な
い
C
み
の
り
の
心
が
ま
え
と
、
お
互
い
が
也
八
に

の
処
理
経
費
ぞ
市
民
一
人
当
た
り
で
み
っ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
「
燃
え
中
に
資
源

C
4が一
O
討
も
あ
り
、
燃
略
取
を
か
け
な
い
で
市
民
生
活
を
送
る

ま
す
と
、
年
間
約
五
手
円
を
負
討
し
て
る
と
み
と
燃
え
な
い
む
み
に
、
よ
く
丹
え
る
色
み
が
約
六
O
軒
も
あ
る
と
い
う
と
い
う
、
モ
ラ
ル
の
向
と
が
期
待
さ
れ

い
る
こ
と
に
な
わ
ー
ま
す
。
人
口
が
増
克
け
て
出
す
」
と
い
う
こ
と
に
、
も
っ
と
己
と
を
品
聞
い
て
驚
く
と
向
時
に
、
心
な
て
い
ま
す
。
門
年
末
年
始
の
収
韓
日
は

続
け
て
い
る
直
前
で
は
、
な
み
の
排
出
投
獄
し
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
い
む
み
の
出
し
方
に
よ
っ
て
慌
の
人
の
第
一
一
蕊
に
掲
載
M

品
畳
す
世
A
寝
、
は
、
揮
月
一
郎
貴
源
ご
み
の
阻
収
(
一

-γ
市出
J
J
)

在
行
い
、
一
一
芳
m
内
野
嘩
の
収
入
が
晶
る
そ
う
だ
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問
符
じ
元
。

い

ア

ン

ケ

ー

ト

の

結

集

吋
家
族
問
で
話
し

酌
合
っ
た
が
田
町
A

引
大
地
態
が
起
こ
っ
た
掛
合
を
惑
定
し

山
叫
軍
属
で
話
し
合
っ
た
ζ
と
が
あ
る
か
と
一
月
に
焔
と
豊
田
で
一
関
か
れ
る
市
民

か
の
質
両
国
に
対
し
、
参
加
さ
れ
や
~
み
な
さ
一
の
つ
ど
い
の
墨
田
者
自
募
集
を
し
て
い

授
ん
の
八
九
軒
の
方
が
詣
し
合
っ
て
い
る
了
。
。

な
と
管
え
て
い
る
。
特
に
富
士
見
地
区
一
市
嵐
の
つ
ど
い
は
、
地
銀
妨
怒
r
L

つ

識
は
、
住
宅
地
墳
と
い
う
た
め
か
九
八
軒
一
い
ず
参
加
古
れ
る
み
な
宍
ヤ
ん
問
土
が
諮

i

と
、
土
夜
由
七
七
討
を
大
者
言
引
き
離
一
し
合
い
を
進
め
て
い
た
戸
と
己
と
に
な

一
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
話
し
合
い
が
ス

一
ム
!
ス
広
行
〈
よ
5
仁
、
つ
ど
い
に
害

一
加
さ
れ
る
方
か
一
ら
、
大
地
震
白
経
験
を

一
通
し
て
の
提
言
者
一
名
と
、
自
主
防
災

一
に
対
す
る
提
言
者
一
名
を
曲
募
集
し
て
い

一
る
。
一
人
約
五
分
ぐ
ら
い
。

一
門
市
民
の
つ
ど
い
B
稜〕

一
マ
旭
地
底
1
月
同
日
(
予
定
〉

一
守
豊
田
地
区

1
月
幻
H

口
(
予
定
)

一
円
墨
田
の
事
韓
国

一
沼
地
区
は
1
月
間
山
臼
ま

t
L、
豊
田

一
地
区
は
1
舟
口
日
ま
で
に
、
は
を
き
で

一
一
同
広
報
諜
「
一

Tm平
壇
市
歯
間
町
九
1

一
一
広
報
課
市
民
の
つ
ど
い
偶
」
へ
申

一
し
込
ム
垂
。
な
お
、
住
所
、
民
名
、
年

一
齢
、
要
旨
由
記
入
」
を
お
忘
れ
な
〈
。

て

マ
近
海
菜
、
霊
地
震
が
妻
子
る
ζ
と
亨
警
れ
、
平
塚
市
が
強
化
譲
に
指
定
吉
れ
た
た
め
「
地
警
災
Y
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
ム

マ
か
」
主
7
1マ
に
、
市
民
の
会
事
ん
か
ら
主
審
拍
車
品
吾
妻
蘭
書
レ
ょ
う
と
、
揮
一
四
百
「
ま
ち
づ
〈
主
漢
の
つ
ど
い
」
を
土
沢
地
震
ム

マ
で
、
ニ
密
習
は
纂
土
寛
璃
区
玄
関
い
た
。
土
沢
地
区
は
、
八
十
六
人
の
方
が
害
加
し
、
歌
山
肺
水
の
確
保
に
は
由
井
戸
の
艶
存
を
。
ま
た
、
い
さ
地
ム

マ
襲
撃
だ
ら
隣
日
近
所
の
助
け
合
い
が
大
切
、
白
む
ろ
一
か
皇
つ
豊
田
い
を
と
、
い
っ
た
活
発
な
査
が
飛
び
出
し
た
1

一
方
、
富
士
克
地
区
ム

マ
喜
一
一
人
選
管
、
患
勧
告
対
す
る
議
車
、
豪
な
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
の
封
筒
な
ど
、
選
揺
す
る
不
安
定
義
え
て
い
た
。
ム

平
常
的
帆
索
を
始
め
る
。
し
た
が
っ
て
い
。
日
ハ
月
〉
か
ら
平
常
収
集
を
行
う
。
む
注
骨
骨
宅
。

n
H
I
?
2
5
?ご
み

の

持

ち

込

み

一

段

?
2
1一

マ

号

付

け

賢

官

き

か

L
屯
U

t

j

i

f

;

;

l

f

!

?

?

i

ら
幻
臼
(
月
〉
ま
で
、
環
境
橋
生
管

も

え

る

ご

み

j
i
M
L…

φ
室

長

選

手

取

り

事

は

、

賢

哲

理

謀

議

長

)

夏

目

る

。

L

年
宋
は
抱
月
幻
日
(
P
4

古
午
前
中
(
火
〉
か
ら
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築
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史
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官
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訳
語
、
寄
付
ザ
レ
な
い
の
で

地震についてのアンケート結集

。大地機について家躍で話し合ったことは

あると答えた人 土沢77.6舟 富 士 見98.9舟
ないと答えた人 土沢22.4% 富富士見1.1帯

。話し合いの内容について

i理難場所と方法 土沢66.1帯富士見87.0骨
火の蛤束 土沢93.2骨密士見96マ7舟
持ち出すも白 土沢55.9骨量富士見59.1%
貴壕と世相L京 土沢54.2骨富士見64.5骨
努苛喪との連結 土沢44.1骨盤士見41.9帯

。市から災蜜復!日の協力を依頼されたら

積極的に協力する こ七沢86.8骨富士見85.9骨
みんなが協力したら土沢10.5舟富士見 7.6舟
わからない 土沢 2.6骨密士見 6、5骨

。大地震に構えて持政に冊吾望むか

散軒水、貴糧のE富保土沢64.5舟 富士見87.2骨
救急、救助陣常事jを 土沢64.5骨 量富士見64守 9骨
情報の連結晶術jを土沢60.5骨重富士見61.7舟
災害時の心構等をこと沢31.6舟箆士見38.3骨
避難訓練の翼施 土沢11.8骨量富士見15.9舟
避難場所や道路護欄土沢25.0舟富士見26.7帯

。避難用物賓として何告用意しているか

携帯ラジオ 土沢7且9掃冨富士見91.5舟
カ中中竜灯 土沢86.8持富士見96.8骨
口」ジク 土沢65.8帯富士見63.8骨
量 糧 土沢43.4骨重苦士見61.7骨
散軒水 土沢27.6骨 富 士 見47.9骨
救急医薬品 土沢53.9骨富士見町 4骨
貴重品 土沢47.4骨 富 士 見54.2骨
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瀬
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守
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叢
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⑫
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懲
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簡
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。
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れ
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。
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追
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遼
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が
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岳
と
い
う
軽
い
気
持
宮
、
カ
ギ
一
犯
の
披
露
鎮
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。
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詰
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右
翼
ま
重
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け
た
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す
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懲
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損
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て
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一
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、
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の
一
現
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一

ア
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コ
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違
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一
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ま
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、
空
き
単
ね
ら
い
の
一
仕
事
一
な
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預
金
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的
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日
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一
一
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は
取
D
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れ
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一
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五
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合
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、
必
ず
印
鑑
ど
一

の

12月 31日混在で、工業統計語査を実施します。と童話

力〈ださい固この調査によって、わが留の製造業の翼

簡や製造活動由沼状が現らかになるほか、謂斎結果は

各方面で広〈活用されています。記入していただいた

謂変内容壮、統計以外の目的に使われるζ とはないの

で、ぁ!J<Pままを記入して下さい。

なお、工業統計調査と同時に「エホルギー梢費構造

統計調査Jが新たに実施されるζ とになPました。と

の輯王室は、離近問題となっているエ車ノレ車一消壁につ

いて、その翼線と動向創立還するものです@

市総務課統計機査蝿舞聖路23-1111

よ
①署境中建築樹料などは出ミきない

宅地内や筋肉に整理して鐙いていただき

道路は圧し〈使ってください。

③菌識や包装がら華街ささない

会長沼にはみ出していると、辞行者の通仔

に支障を書たす自で気をつけて下古い。

巽化の窃からも脅建置があります。

③E聖擁工事などで出府するとき

事前に望書類と市役所に手続告をと担、許

可を揮てから行って下さい.

④庭木'f>生けがさき拍XIj哲込みを

庭木や主主貯が曹がのびて交通白見通しを

葱くしているとζ ろがあDます。大きな

事故白厳密となるので、メIJ!)込みを成行

して下さい，

担当主主額融地購
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、
仲
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抗
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大
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神
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川
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と
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て
出
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平
境
)
、
槙
田
勝
彦
〈
中
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、

捜
現
し
た
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緩
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ら
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見
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初
の
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佐
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正
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騨
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横

船
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は
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な
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問
団
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)
、
金
字
敷
(
中
原
)
二
一
未

明
第
一
戦
は
金
沢
市
役
所
主
…

i
oと
正
夫
〈
霊
山
町
〉
、
長
井
離
〈
馬
入
車

紋
撃
破
し
、
つ
い
で
専
売
東
京
、
沖
縄
銀
防
〉
、
鈴
木
勇
〈
構
内
団
地
〉
、
掠
沢

調
行
ク
ラ
ブ
、
日
本
光
学
と
市
議
慨
。
決
勝
神
一
(
真
土
)
、
笠
島
英
世
(
車
中

欧
戦
で
は
、
昨
年
優
勝
の
岐
臨
軟
弱
ク
ラ
原
)
、
渡
辺
融
(
平
塚
〉

汲
プ
と
対
戦
し
、

ζ
れ
も
一
丁
O
の
ス
ト
マ
コ

i
fマ
ネ
1
1
1

ジ
ャ

1
小
林
信

?
レ
ー
ト
で
波
わ
栄
冠
を
蚤
得
し
た
c

夫
(
寺
田
掻
)
、
石
田
信
夫
〈
認
訪

敬
称
略
1
j
〆
釘
〉

内
全
箇
瞳
務
し
た
平
瞳
〈
ら
ぷ
}

署員室言蓄量ゑ芸3霊
1 2刊誌 特 定 宮
内は主 主持皇学実富

安音量 見詰よ言語
五以え の る嗣者十

F330長。全

腎

百
嘉!

あ

告

曹と

-'0τ 
/、/. ，も、

予言納のコツiまコツコツ穣む貯蓄

つい忘れたfつして遅れるζ とのないよ

うに、納鋭貯蓄組合に加入しよう。

言語絡で綴会長室iまえびす顔

組合には、補助金や報償金が交吋され

ます。

現在、平壇市には292の総合があlJ、

17.即日人の方々が加入されている。

・詳しくは、平塩市総務自出民納課納税奨

励係へお問い合わせを。

TEL 23-1111 内締[281制覗相談{立市役所1織の番目窓口方行。ています



十
二
月
一
一
百
翼
摘
し
た
施
設
見
学
会

は
、
五
十
人
の
方
が
書
加
し
ま
し
た
。

と
の
施
設
暴
奈
は
、
広
報
紙
を
適

む
て
審
加
者
者
募
壊
し
た
も
の
で
、
観

光
パ
ス
に
渠
D
、
市
の
施
設
や
仕
事
を

見
て
侶
っ
て
、
市
政
f
d
理
解
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

八
守
笛
の
見
掠
場
所
は
、
議
事
堂
や
競

輪
場
、
大
神
療
境
帯
住
セ
ン
タ
i
な
ど

の
施
設
七
か
所
。
途
中
で
玉
璽
の
妙
円

寺
に
あ
葛

ρ
銭
指
い
弁
天
H

に
お
夢
幻

し
ま
し
た
。

「
ナ
み
よ
い
ま
ち
平
塔
と
い
之
聞
い

言
葉
町
民
間
近
に
感
じ
ま
し
た
」
と
紅
ム
ク

慌
に
お
住
ま
い
の
田
中
さ
ん
。

来
守
度
も
広
報
紙
を
還
じ
て
募
集
じ

ま
す
。
そ
む
時
は
ぜ
ひ
と
事
加
ぞ
。

平理!こ輯

積鱒重量

給食aIl王里場「帯生 栄養!こ富E摺しているとのこと。おいしく試金させてもらったJ出すごみの心聾けの悪さを思い知らさされた

職員の

。職種 校務作業員 o号).王宮子名

満37融以下で、市内の小・中学校に通勤可

能な方。

。駿種給食務理員(女〕 老子名

満37歳以下で、市内の小ぞ学校および共同調

理場に通勤可能な方。

京潟37歳以下とは、 56理 1Jll日現在の年齢

G応募手続き 受験申込欝 C教主日系金務課にあ

る〉に写真空のD付けして総務課に提出す

G. 

。応募期間 12月16臼〈火)~26 尽く金〉

。試験輩記試験と鎖接試験

出問い合わせ教委総務課庶務保

く〉と き 1月18沼(沼) 9持出器

令コース 市役庁ト消防署神田出張所

豊田本郷一金目・真田入口一中沢橋一山

域中学校恕出卦 体湾欝襲 雲電話31-30告8

日一一一一

識でも自由に無用できる。縄問はパヌ

ケット、パレ一、パ，.ミントン、卓球。

パドミントン、卓却のラケット、シ Jヤト J，、
ボルは告白博容とするF

12月228(汚〕午後 1 自寺~8a寺

1月128(丹〉午後1時~詰待

?丹268(J'l)午後 1a寺~8~寺
なお、遣軍動ぐてコ〈上はきJと運動のでき

る服装で事加するιと。



山
本
和
代
(
留
4
4
菟
小
一
一
一
揖
中
一
一
一
一
年
〉

、
植
問
晃
笥
(
蜜
士
見
小
一
一
一
一
年
〉
一
{V
特
別
賞
務
又
栄
一
(
大
野
劫
〉
、

一
典
子
(
富
士
見
小
六
年
〉
、
奥
津
一
山
口
秀
人
(
ふ
た
ば
幼
〉
、
曲
木
樹
子
一

一
(
態
小
ニ
年
)
、
飯
島
由
野
(
旭
一
〈
小
織
胡
)
一

一

一

号

、

中

村

悦

字

通

小

五

年

)

勤

労

青

年

文

化

一

良

平

ハ

花

水

小

ニ

年

〉

、

菊

池

由

一

一

(

時

小

号

、

仲

大

輔

東

四

一

麗

入

賞

決

ま

る

一

~

:

E

一
十
一
月
十
五
日
か
ら
一
一
一
日
開
見
附
台
一

一

議

賞

、

渡

辺

軒

下

野

中

一

一

部

関

誌

1
2
j
z

b

一時〉

J
長
尾
ま
ゆ
み
浴
車
喜
一
勤
労
章
生
霊
長
与
入
持
者
問
一

渡

辺

さ

ん

の

作

品

は

、

経

腎

会

両

固

め

一

な

お

、

一

木

下

僚

慰

(

大

住

中

一

一

一

時

)

一

一

一

一

ォ

ー

を

担

f

ブ
二
角
、
一
決
ま
っ
た
の
で
お
知
ら
せ
す
る
。
一

日
本
人
で
甥
心
が
誘
い
と
い
わ
れ
る
難
一
白
。
平
壇
市
の
み
l
敬
称
賂
i
i

一

マ

佳

存

村

輯

富

佐

字

(

春

日

野

一

一

一

?

一

一

E
干
し
京
海
軍
宮
寸
f

雲
E
E

一
一
円
給
調
M
l
i敬
称
賂
l
i

一

滋
一
民
へ
の
者
五
万
を
中
学
生
と
L
て

、

繁

一

円

ポ

呂

タ

!

の

部

同

一

年

〉

、

楢

川

敦

子

(

一

一

一

一

一

一

層

畏

知

子

(

人

静

)

一

応

一

警

護

と

し

τま
と

め

た

も

り

が

笠

通

秀

賞

村

沼

環

濠

(

富

士

号

-

一

一

語

郁

子

〈

江

鴎

中

一

一

)

一

一

一

一

一

一

V
優
秀
賞
川
口
知
之
、
璃
自
照
彦
一

一

っ

た

塾

の

。

二

ヰ

)

、

内

田

胃

子

〈

滞

小

西

年

)

-

一

一

鍵

晶

一

一

マ

努

力

賞

四

国

申

書

、

小

島

李

、

一

乍
一

a
b
曹
調
書

a

f

p

f

b

a

b

h

j

一

江

藤

寛

一

品

川

一

県

知

事

粛

に

小

鉢

君

一

門

苧

工

芸

一

と
直
一

i
S
4
F
i
z
z
f
d
l
J
d
i
1
4
J
τ

ノ

一

円

V

特
選
椎
野
広
子
〈
レ
1
2綴
み
〉
一

品

開

一

一

V
優
秀
賞
長
谷
川
川
妃
佐
字
、
百
弁
護
一

弘

一

観

党

問

料

景

写

生

コ

ン

ク

i
y
一マれ毒事実一一滞空八一

品

市

一

一

襲

警

、

納

富

加

代

子

、

新

李

二

み
ほ
一
第
十
ニ
飽
平
壇
観
光
風
景
写
生
コ

y
一
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
審
査
が
識
し
〈
進
一
(
真
土
小
豆
写
)
、
杉
山
岡
香
〔
真
土
一
門
ベ
ン
宇
〕
一

i

一ク

1
8審
査
が
持
わ
れ
、
窓
会
一
め
ら
れ
た
。
惜
し
む
5
く
は
、
一
理
方
一
小
里
)
、
高
構
事
(
真
ま
六
年
〉
す
霊
祭
網
代
(
和
歌
)
守
戸

i
r
;
D
i
o
一

か
血
盟
際
襲
、
留
際
協
力
白
た
め
の
一
一
ー
の
翌
十
高
校
舎
を
さ
一
一
時
詩
的
幼
児
章
一
持
政
日
目
。
っ
た

Eo」
と
、
一
山

J
d
m
H
1一

F
h
d一
竹

内

諮

問

問

時

一

.

十

一

句

ま

で

f
g一

一
打
射
殺
浅
十

U1で
に
「

勺
師
事
業
と
し
て
、
臨
海
ポ
ス
タ
ー
、
作
一
室
ハ
士
宮
露
が
あ
っ
た
が
、
竺
一
人
、
小
学
長
一
千
百
九
十
八
人
、
一
民
績
は
次
官
官
。

1
敬

語

i

ョ

-

短

歌

寺

田

一

義

一

人

一

へ

。

ら
醐
著
書
コ
ン
テ
ス
ト
が
ゐ
わ
れ
た
。
一
需
品
十
品
と
佳
作
割
高
襲
ほ
一
中
学
生
四
士
会
長
ず
ま
ず
た
っ
た
一
マ
県
知
事
賞
小
林
君
域
中
}
年
山

&
V
醐
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
愚
両
哩
秀
黄
〈
お
か
一
れ
、
十
八
点
が
金
璽
大
会
へ
進
ん
だ
。
一
が
、
一
般
白
方
自
応
募
古
一
人
と
さ
ぴ
一
[V
市
長
賞
務
純
一
(
高
部
農
必
一
年
)

九
醐
が
た
ひ
ま
み
君
大
塚
肘
)
に
次
ぐ
優
一
作
文
は
百
十
一
点
一
即
応
募
さ
れ
た
が
、
一
し
か
っ
た
。
一

V
県
観
光
協
会
長
賞
伊
藤
一
隅
(
菜

輔
醐
秀
警
警
票
差
一
一
一
年
寄
謹
一
婁
君
主
席
、
佳
作
に
七
府
軍
ば
一
撃
に
あ
た
ら
れ
た
先
住
方
自
重
一
小
一
言
)

i

輯
毎
醐
浬
ち
ゃ
ん
の
作
品
が
入
賞
し
た
。
{
れ
、
十
点
が
金
菌
大
企
P
L
滋
ん
戸
、
一
を
醐
闘
い
て
ふ
る
と
「
倒
単
に
比
べ
、
額
一

7
県
教
育
長
賞
高
井
洋
待
〈
真
土
小

J
醐
ま
た
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
持
文
一
会
盟
大
島
で
優
秀
賞
に
選
ぼ
れ
た
村
一
題
、
題
討
が
聾
寓
に
な
っ
て
い
る
。
剖
一
四
年
)

四
世
ほ
、
特
質
に
続
〈
金
置
に
春
日
野
中
一
閃
さ
ん
自
作
品
は
、
昨
界
は
な
か
よ
し
一
え
ば
、
大
根
干
し
、
落
花
庄
ギ
し
、
ど
一
マ
神
奈
川
新
鶴
社
調
高
出
航
一
(
真

由
の
渡
辺
秀
密
着
の
停
品
が
入
賢
主
ι
。
一
の
タ
イ
ト
ル
に
キ
ャ
Y
プ
ブ
ァ
イ
ヤ
1
一
じ
よ
う
取
D
な
ど
郷
土
白
自
閉
鎖
算
削
一
土
小
六
時
)

問
己
伯
作
品
は
、
八
日
露
壇
字
選
重
一
富
ん
で
つ
ど
立
す
供
た
ち
を
描
い
た
一
吾
〈
な
幻
、
自
警
鐘
す
る
市
認
の
心
一
マ
金
賞
相
竺
部
(
岡
崎
小
一
年
〉

醐
経
て
、
県
式
晶
、
金
讃
大
金
主
議
ん
だ
一
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
薮
の
費
一
情
に
鎌
一
意
気
だ
ヲ
か
が
帰
れ
る
。
鋼
所
も
、
大
一
金
野
加
章
子
〈
惜
麓
小
一
一
時
〉
、
吉
川

も
の
。
今
年
の
県
大
告
で
は
、
ポ
ス
タ
-
か
古
が
亭
h
T
R注
屈
さ
れ
た
作
品
.
一
山
、
高
関
山
、
み
な
と
鼠
畏
な
ど
パ
ラ
一
市
出
翼
手
(
域
島
小
一
一
一
年
)
、
進
聾
融
行

崎
た
。
」
と
、
話
し
て
お
ら
れ
る
。
輯
盟

関

盟

璽

一

諮

問

問

わ

か

れ

誌

は

い

一
四
で
、
す
み
ず
一
み
ま
で
愛
慢
を
ζ
め
て

市
内
の
小
中
学
生
を
対
韓
に
、
離
化
一
よ
〈
見
つ
め
て
お
D
、
一
生
慈
命
表
現

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
自
重
が
話
一
し
て
い
る
の
が
よ
か
っ
宍
」
と
、
お

れ
十
一
月
六
時
審
査
会
が
聞
か
れ
た
。
一
ま
め
の
語
襲
。

今
回
目
応
募
散
は
、
一
一
割
田
一
一
一
平
七
豆
腐
摘
は
次
白
と
お
り
。
!
敬
都
路
j

で
あ
っ
た
が
、
審
査
の
結
渠
、
最
優
秀
一
マ
畳
優
秀
賞
融
部
貴
史
(
撰
醤
ふ
五

黄
に
崇
醤
小
学
校
五
厚
生
の
礎
部
貴
史
一
年
〉

君
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
一
マ
優
秀
輔
新
藤
久
塁
手
(
棋
島
小
一

審
量
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
方
は
、
一
年
)
、
小
島
妙
(
帯
日
野
中
一
年
)

「
児
重
生
桂
目
、
心
に
揖
化
糟
神
が
十
分
一
マ
唖
良
質
松
島
茂
(
松
延
小
一
}
寄
)

に
市
仲
間
賦
さ
れ
て
い
る
よ
主
つ
で
非
常
に
う
一
古
郡
か
お
D
〈
港
小
コ
一
年
)
、
#
山
由

れ
し
い
。
入
選
官
垂
な
か
っ
た
作
品
一
翼
手
(
松
原
小
六
年
〉
、
山
口
出
う
子

町
な
か
に
も
立
宮
町
容
も
の
が
あ
り
選
考
一
(
棋
島
小
一
年
)
、
西
野
購
史
〈
潜
小

に
大
変
哲
臆
し
た
。
た
だ
、
間
一
枝
伝
一
回
目
斗
〉
、
韓
岸
和
弘
(
構
内
小
六
年
〉

作
品
の
な
か
に
費
麗
や
色
調
な
ど
同
じ
一
前
原
純
乎
(
審
門
口
野
中
三
年
)
、
佐
藤

も
の
が
多
〈
見
ら
一
れ
た
白
は
蹟
念
だ
っ
一
端
棋
(
春
日
野
中
二
車
〉

〈告〉轟L謡.l.

鋪
機
秀
費
に

讃
鍵
持
貰
に
遊
ば
れ
た
綾
部
費
申
賓
の
作
品

さ
ん
…
時
ス
タ
ー

青少年狭轡劇場を開く

oとき 12Jl21 B (罰) 8時 30分

く〉験衛館明宏劇場

。峡磁震える活出演渡瀬恒彦

入場料大人、小人とも 200円

一一~-文学〉叩~-~

長良111 畳間 穣

Y/グ」ス特命酷 山間 IE紀

笑うカモには レン・デイト y

屋溺 高輔島男

新酉滋言己上・下 線 持E2

心 構問轟智子

二十綾にして，G'*5ちtc'{J 柏谷一帯

えつが名は新内筏五郎 長部臼出第

アンダノレシア幻花祭 語ぜ工 濃

恋はたまゆら 笹沢主主保

天からやってきた猫 塩田丸勇

軍璽由旅 1 .jj部 大庭みな子

各の膳 三浦哲郎

新推理臼記 佐野洋

京都世人地Ii'!l 山 村 美 紗

市井の雄，恋慕ぐるま Ll岸樹一郎

潟璽の心中 多岐I11 恭

一~一一ん事実態 生活~一一一~

これから白ジョギング平野 草

昧のメルヘン 橋本託寿東

おとなのエチケット 足 立 行 紅

苧づくり年賀はがきアイディア集

日~一校舎・制学・その地~~~、

江戸時点会史 斎藤忠夫

揺れfドライパー 藤 111 情

知的寵院のすすめ 量豊田有恒

男って何ですか 三浦朱門

試験管ぺピ R.ヱドヲーズ

ガYは助かる 加藤情

焦之理子ども静且寺記 大谷情瑞

企業革命 拍田敬次郎

転職で成功する本 小錦 措

臼本そして臼本人 渡部昇一

ノレアーづD入門 狭沢渓タ

東京駅駒諾 岸本幸

エレキ・ギター入門 高田泰男

入のとと〉臨本、読本、昔話、斜学の京、工作の

本、紙芝居など楽しいものがたくさんある。

ョ開館時間火~土蝿尽 13時~16時問分

日曜日 9時-16時50分
宅金休館包 毎沼月曜日、月末、祝日c1月15
日〉、年荒年拍 ζ12月28 日 ~1 月 4 呂〉

公園著書館 干254浅間前12-41霞蔽31-0415

女さよなら'80ダンスのタベ
演舞パックにフイ}パーしようf
・日時 12月初日〈土コ午後 6 時30分~8時

305会
ー対象青年初人、先着目面

会羨術教室レ$'1)ンゲ

読んでも右いたい文章F白曹曹方や訴える事

者瞬間的に判断してもらうための文字の輯き

方など、文字をデザイYするときの大切なヱ

ヲセンス在学ぷ.

・日時 56年 1月13BC火)~3月17BC火〉
午控 6 時3(}分~8時部分まで金10餌

・対象膏年一弾加入、定蝿にな!)しだい締

め切る。

会体銀臼 毎週月曜日、 12月羽田-1月 5限

公曹三か年金鯖 浅階胃J12-41 費量騒32-702君

韓麗輔議盟諸事監
*峡酒会 1月18隠〈日)1臨時 14時

「ボクサーJ カ ラ - 1時 間34分

会こども奇異罰金 1月11認〈臼)1瞬、 l柵
「白鳥の王子J カラ}アニメ 62分

会こども2置の串j周を

Cども室は l灘、年齢制限はないので、曙

績からだれでも登録すれば傍白られる. 仁登

録力」問主、小学校6革主主までは楳護者が書記

示できるζ とになった。

大12月のプラネタワウム
-1轟右をめぐ。てー

ときどき地上に響下して話題となる嬢石。

宇宙の旅を鰐えた理署石は、太陽系の誕生のこ

ろの情報をもたらして〈れる.cの理費石がど

ζ からやってくるの7うる もとは師だった¢か

を調べ踊拐を集めている南額白話題なども

取り上げている。

*奨街競演会「中慰陶磁器J
隅滋俸の由窟といわれる宋・元の陶磁器を

中心に、スライドをま巴え名品白観賞と宋充

交イむについて曙えてみる.

・と宮 1月24日 E土〉午後1時から

・と己ろ 平謹市博物標語穂皇室

・務自哲 矢豊富良明E号E策京国主Z樽鞍波宮〉

・委参加 中学生以上を対象に、委参加自由.

*自然観察会 自然をたずおで

会体重量シリーズ 陶器を作ろう
土をCね、器に作!Jあげる工程聖位験して

みよう。

対象一般成人

・とき 1月初日から24日までの5臼間。

E 定員 30入、多いときは先着服とする。

島害方自費 1人500円

・申し込み 12月初日までに往復はがきで樟

物館へ。

*還を見る会 冬の』重要雪をみよう
4白星藍径の中にち!Jばめられた星雲崖包をき

観聾する。

-日時 1 月 24 日 C土〉午後 5 時~7時

・申し込み 1月14日までに往復はがきで博

物館へ。事い揚自は摘せんで30入。

女将男Ij康 問本の燦
三島直行コレクシ 3/

金持n 12月 2BC;l()~1 月11 日 C 日コ

ー盛場特期燦示塗ス揚祭鴨

鰹はモ由聾しい懇で軽やかに飛ぶ皇室iJ'ら、

昆虫の中でも特に親しまれ愛される存在とな

ってきた。百本に土着している鱒は、北瞳鴻

から沖縄までを含めて約 230種類あるが、 ζ

のたぴ三島直行民の好意で、その大部分を震

110 



予防接種の待問
午後1時半から3時まで。滞日1の

晶場は午後2時から3時まで。

畷場所平埋探鍵所

重量時間 午後 1 時~2時

[3か月児3
1月 9臼 55年 9 月 1 臼~!O日生

( 1月16臼 55年 9 J'l 11 日 ~20日強
制歳までの赤ちゃんならどなた i1月幻自 5拝 9 月21 日 ~30自生

でも受けられる。時潤は 9時3C分か{

ら1冊附、母子鍵鹿械を持夢。 l[3歳児}
12月18臼 量豊田公民館 i 1月 8日 52年 11月 1 日 ~IO自主主
12月幻自旭公民館 ) 1 月 22日 52年11月 11 日 ~20 El生
1月間吉沢公民館 ~ 1 月 29 日 5拝11月 21 日 ~30日生

1月12日 市役所B企議室 ) ペ
1月16日 金自公民館

; 生後10か月間2か月宋j閣の赤色

、ゃんが受ける健診。〈わしいζ とは

l平器保健所におたずねを。

初めて妊娠した方を対象に母親教{

撃を関〈。早めにお受けを。母子鍵 1
展手喝畏と筆記用具を持夢。?

摺臼程 12月15日、 22日、 1J'l5 8 ) 
) 1月中に 8か月から縞1歳になる12日 j
}お子さんを対離に関〈。

嬢金場保鍵セYタ )
;重量生場 平器保健所園時間午按 1 時半~4時 i 

綴申し込み犠話かハガキで揮鍵セ i騒日時 1月 9日 午 按1時半から、

ンタ」へ〈電話34--D311) )~\ 

現:;;G~子主 L波長当~j持包:;;;:~~~~'~宅
ゃ ま だ や すl晶君 主伊認韮"'If'I.;按淳品志〓~

山田泰之ちゃん 義経惣 線接~
会中1'll52-12 県庁へお勤めの山 4 胡轟轟鑑島義一 ; 

回潔さん (31歳〉と貝IJ子さん (31 議離鱗鱗額縁議滋丸 : 

歳)Q;二男。現在 7か月で身長97 議懇毅緩欝畿懇幾務懇懇務遂警護

曲、韓重量10.8岡、 55年 5J'l 3自主主 議警察議議警察笈該務警察懇議襲警 i 
生まれたときは3∞09と/J、さか 運機緩議議議畿議選議議議議議援護 ; 

った古久今では揮揮をはるかに越 議羅較で警護議議畿議議議緩議緩

える行PャYポ蔀ちゃん、と近所 饗罷欝3手議聾緩麗欝欝饗議麗藤議繋警察
で評判。乙由子空気を吸っても太 設懇議ぷ之主義議議議議緩護

るんじゃないかしらとお母さん。 警緩議幾畿議鐙懇鰻謬議謡畿議察3
新簡を破いたり、いたずらも大変 心繍磁鐙騒擾壊舞鶴震織
で、お兄ちゃん¢晃悶〈んは歳〉 ザ(零謬務纏畿緩懇繋議襲農薬事育

もかなわないようだ。 ぷ三宅建懇棚穣襲繁 華

〈募集>~応掛官製はがきに住所・父母由氏名相ちゃんの i
名まえと生時月日・親の年齢 笥諮番号・父親の職業 1

を書いてお出しください。対聾は I牢未満の罪ちゃんです。応募された i

tはがきは、毎月20日 (20臼輔自1までコに輯切り、空軍月の広報紙こ掲載し;
ます。掲載した赤ちゃんには、記念写輿と掲載広報紙10部を蓋しあげま l

iす。<今月の応募者は26人でした〉
十豊富晶て先・干254簡官町 9番 1号・平瞳市広報諜赤ちゃん葬害車部。

記用具@

1汗22臼 54年 7 月 1 日 ~31自生

毎月翼錨している。受けやすい会

場で受けていただきたい。

館 第 1期 3沼受ける

・対韓 2歳(24か月〉古市 4歳 (48
か月〉までの幼児地なお、接種闇痛

は 2閏 3翻とも 3，恩H間から 8，車問。
飽第2期 1翻受ける

・対象揮1期限Cl3回呂が終わって

から 1卑以上1年 6I!'月以内田期間

に受ける.なお、第1期を早めに受

けて、第2期もなるべ<4歳までに

時了するようにしていただきたい。

[12月1
248 市民セYタ~、組公民館

問中央農協土沢支所

258 大野公民館、横内団地集会場

出豊照公民館

26日保健セン丘一

安涯のために必要な知識やナぐに

役立つ倖操や呼吸法を学び、心と悼

の準備をして出産の日を持とう。

関日程妊娠5~7か月 1月 9日

妊娠 8か月以上 12月19臼
?- 1月16日

鐙時間午後 1時半~4時

務会場部健センター

爾持参するもの母子健壊事眠、ス

ラックス、予年スト。

繍申し 込み保健セY虫-(中箆34
番17号、電話34-0311)
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日程

1月 13日

夕 20日
夕 21臼

タ 27日
4" 29B 
4シ 30日
2月 4日
夕 5日

夕 6日
夕 12日
夕 1呂田
。19臼

輔
船
田
郷
輔
教
室
を
開
く

希
望
さ
れ
る
方
甚
接
会
場
へ

平
壕
時
健
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で
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、
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病
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た
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白
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を
。

ま
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、
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し
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(
糖
尿
病
と
そ
白

ι四
一
正
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の
た
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に
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轄
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病
の
暗
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L
必
要
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知
識
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マ
1
月
四
日
講
話
(
糖
尿
病
白
宣
事

品目 規格
小売局スー779パRー

合成洗剤1.6肉入 758円
砂 糖 上自 1地 287円 279円
サラダ'抽 700" 303月 337R 
小麦粉 1 時 187円 182円
しょうゆ 1 2入 268内 261円

巻トイ取レ紙の 6入5m4イ圏 185悶 189f弓

161円 159円
鶏 卵 10煩入 263問 256円
ブロrC/110m' 4，912円
灯治 182配 達 1，499円

今年の年来年始は、町議日を古め呂田聞という大裂遺

体になlJ、休日急患診器所が混雑するζ とが予想され

る。モιで平器市医締金では、次のとおり夜宅当番医を

併用ナることになったのでむ利用を。

日程

12月29日 小田医院〔銅殿1)間島医涜〈鵡揖ク丘 3)

グ初日 揮白医院〈新宿1170) 蕊議医院〈松風!lIJ17コ

グ 31白木村医院〈邸石田T23) 高橋医院〈花水台37)

1月 1日 月江医院(夕陽ケ丘37)渡辺医院〈真土 440コ

グ 2日松田l5:院〈毘村1486) 鈴木監院〈土屋1282)

?- 3日 近藤司医院〈明石!lIJ28) 米原医院仁田 村1565)

グ 4日 松問医院〈高村田地203)
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住主若者賢示Iii織に新築改築される方

。申請蓄は市民諜管濠係に用意してある。

。申請書〈住居番号梓番申請審〉を市民課窓

口に提出ナる 6

0住居番号は「住所j と名のつ〈すべてのも

自に使用される大切なもの。

。近所迷惑なことはしない0

0ご み を 数 ら か さ な い 。

<>犬の遊ばせ方やフ Y の 始 末 に 注 意 し よ う 。 ーイE函絹地揮ー
済等学しいζ とは、市民諜 C電話23-1111

内輯229)へお問い合わせを@
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一
一
一
一
ニ
三

内
韓
日
μ
〉
へ
。

一
平
塚
市
消
件
関
山
出
初
式
一

沼
組
五
十
六
年
目
新
春
初
雪
空
飾

品
恒
例
白
半
理
市
消
防
出
初
式
を
、

月
六
日
(
火
)
午
前
九
時
か
ら
…
江

開
制
中
学
校
の
校
庭
と
、
市
役
所
巨
額

玄
関
前
で
符
う
乙
と
に
な
っ
た
ー

ま
と
い
の
撮
り
込
み
や
梢
紡
陸
・

救
助
隊
合
同
の
人
命
救
出
演
技
は
、

十
時
十
五
分
か
島
市
役
餅
主
面
玄
関

前
の
会
場
で
行
う
。
ど

5
ぞ
と
見
学

者。一
期
間
守
愚
番
の
募
集
一

消
防
本
部
で
は
、
丹
田
庁
舎
の
留

守
践
番
苦
募
集
し
て
い
る
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
消
防

本
部
ま
で
ぜ
連
絡
を
。

守
分
間
出
庁
舎
持
説
第
十
分
団

マ
所
在
地
真
土
二
二
九
番
地

マ
連
絡
先
梢
訪
木
部
庶
務
謀
庶
務

初期消火!こ役立つ消火器使い方を覚えておこう

富
士
見
地
区
の
市
員
h
r
b
「
カ
ン

ボ
ジ
ア
難
民
募
金
と
い
っ
て
、
戸
別

訪
問
そ
し
て
い
る
方
が
い
る
が
、

ζ

れ
は
前
と
関
慌
が
あ
る
の
か
」
と
い

う
一
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

市
と
は
、
関
慌
が
な
い
の
で
ご
注

怒
を
。
宇
花
、
関
係
間
体
に
問
い
合

わ
せ
た
と
ζ
ろ
、
戸
別
説
間
募
金
は

行
っ
て
い
な
い
と
白
ζ
と
。
よ
く
身

元
老
醒
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

!
抱
治
地
域
づ
〈
り
諜

共
同
開
募
金
の
お
礼

十
月
の
掠
い
羽
根
県
間
算
金
は
、

み
な
さ
ん
の
温
か
い
む
協
力
に
よ
h
u

十
一
一
月
一
日
現
在
一
千
二
百
三
十
八

万
九
千
一
一
一
回
一
一
…
十
八
市
内
(
目
標
舗
…

一
一
一
一
一
労
〉
に
速
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
白
む
協
力
そ
心
か
ら
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

ム
守
領
民
共
間
募
金
会
に
送
金
す
る

が
、
昭
和
五
土
谷
授
に
お
い
て
社

会
福
校
施
設
と
社
会
街
祉
協
議
拘
に

も
事
業
費
と
し
て
一
部
記
升
さ
れ
ま

!犬 a

県動物t謀議センターでは、捨て犬、捨てね

とによるのら犬、のbね己の増加と、犬ねζ

による危写書を防ぐため、今月も次白日程でい

らな〈なった犬、ねとの巡回収容を行う。

当日、犬を出される:万は「印かんJ r犬の

鑑札J r注射器専票愛犬寺拘置」を持夢のう

え合場へお出力斗:fを。なお、収容車の停留時

間は、 10分間。また、ね乙は蘇袋かタ'/ボー

ノレ箔に入れていただきたい。 す。
現
在
、
年
末
助
け
合
い
を
実
施
中

で
す
が
、

ζ
の
加
盟
一
動
に
も
と
協
力
を

く
だ
さ
号

4
2心
か
ら
お
騒
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

マ
社
品
種
祉
へ
・
沼
村
共
同
住
宅
一

千
九
芭
円
、
匿
名
二
万
円
、
平
塚

信
用
金
庫
二
万
九
千
四
百
九
土
ハ

太
郎
一
一
月
間
円
、
意
知
重
男
三
千

円
、
匿
名
一
一
一
万
五
千
円
、
一
一
一
一
井
轍

郎
外
七
名
一
万
円
、

T
Y
一千

円
、
芦
沢
一
千
九
百
十
六
円
、
リ

フ
ォ
ー
ム
か
た
つ
む
り
こ
万
五
手

七
首
十
一
一
向
、
ナ
デ
シ
コ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
一
一
一
手
三
百
五
十
六
川
円
、
山
口

平
八
一
一
千
円
、
〈
ま
ち
ゃ
ん
チ
エ

y
八
十
万
六
百
丹
、
太
洋
中
学
校
生

捷
金
一
万
二
千
三
白
七
十
六
月
、

地
域
づ
く
り
謀
九
千
七
千
一
円
、

港
地
氏
サ
会
福
枝
協
議
会
十
方
一
一

千
百
五
十
一
二
丙
、
池
上
先
也
十
万

円
、
市
山
川
所
土
柑
課
程
研
倍
生
…

間
…
万
八
千
七
吉
田
十
円
、
石
田

準
ば
助
一
万
円
、
か
な
が
わ
生

協
平
塚
委
員
長
一
一
一
万
句
、
霞
名

一
千
円
、
つ
も
る
会
法
合
一
万

円
、
み
つ
け
市
出
自
一
周
三
万
五

千
九
吉
九
円
、
馬
百
八
郎
一
一
千
円

、
問
腕
ふ
じ
み
野
(
一
円
募
金
)

一
一
一
万
九
平
二
百
九
十
円
、
官
口
出
山
青

年
親
説
会
五
千
四
百
十
入
門
、
加

藤
間
一
千
内
、
甲
野
陽
泊
五
千

円。マ
市
議
瀦
児
へ
a

臼
経
由
同
上
禁
一

万
三
千
百
五
十
円
、
帝
会
八
千
二

百
四
十
五
円
、
武
夫
口
諸
問
会
十

二
万
七
千
…
一
宮
一
一
十
九
円
、
信
川
武

久
十
万
円
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会

嗣
南
支
部
平
塚
部
会

六
月
。

1月10隠

9 :∞ 松原公1¥'J稽 9 : 20 須ま聖公民館

9 : 40 花水公民館 10:00 富士見公i故宮

10守30 中原公民館 10:55 旭 公 民 館

11 : 15 吉沢公畏直宮

E 杏饗堂平境病院の疋笛

i 苔霊堂堂王子竣病

; 文部省督時間団法人佐々木研究 <、土地の価格は用憾であった

E 所吋属杏雲堂平器開院は、杏雲聖堂 ! という。当時の敷地頭積はJ7， 500 

5 医院第2代院長佐々木政舌て1855 金坪仁丘 8;:.のであった。

; ~1933) が、明治30母 0897コに ; 砂丘の高所に院長信吾、その斜面

E結核患者切控養所としてつ〈った i に 3病揮炉建てられ、病樟は l等

~ cとによ D始まっている， (佐々 [ から 3等までの畳敷紹主主に分ち、

;木政吉先笠燥碑文による) 即応特別室といって勝手・風呂場

: 杏雲堂は佐々木東洋カ埴11設した i 付告の 1戸建てがあった。交濠高

E箆鳴で、東洋は内軒に卓越した技 i 山樗ヰや有島鼓郎夫人'!i'子力?とζ

E植を持ち、タト斜の順天堂に対し、 Iこ入院し、乙ζ で没していること

さ内斜の杏雲設と、金閣にその名を ; は、市民のよ〈知るζ とである。

: うたわれていた。 施薬としては、ヘトーノレ .yぺ
5 政吉は東開白襲子で、東京帝{冨 j ノレク]):;/以下、新薬¢発賓と開時

5大学医料大学教授亡さ当時日本人数 i Iこ輸入され試みられていた。

E授は政吉ひとりだった〉であった。: 大lE5革、政苔は院長の職を議

5明治24年、コッオ詩型消の結槙新議 j 弟の佐々木隆興(1878~1966) Iこ

yベノレクllY空中心に研究すべく : 諮った。隆輿は2屈の学士院恩賜

E政府命によって渡欧した際、結接 ! 閣と、医邸として最初の交化勲章

E療畠習の必嬰を感巳た。明治29年 I の受賞者である。昭和12年平塚分

iに韓間投紅、と、その翌年、 [ 読者寵養所と酬し、 1拝佐々木

5全閣に先がけて、乙ζ にその分院 i 研究所を建ててその所長、 14年私

5を建設した。 おの大部分を投じとれを財団法人

5 ζ の地が選定された理由につい i にしてその理事長とな缶、 16年に

2て、ノJ泊重はその著 f杏雲室主主代 i は療費所と共に沓雲重量医読をこれ

3記 J心情浄な混曜の存在、松林 ! に寄婚してその付鰯とした@また

iに省み空気が新鮮、靖荷な地下水 ; 関東大地震や空襲によって東京・， Q:存在、白砂乾燥の地賞、東京7J' 平草まの雨続共に大被轡者受げた

E らの便がよ〈人煙は練、の諸点を ; が、その都度F悪事に復興している。

挙げている。(文資白井弘〉斑おたずねl立市

当時ζ の地は砂丘の起欣炉設し i 史鰯吉ん線 (31-0422)

し
つ
つ
も
、
う
ま
く
成
長
じ
て
ほ

し
い

p頭
う
あ
ま
り
手
を
か
診
し

い
た
こ
と
が
A
子
を
一
弱
く
し
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う

疑
問
が
大
き
い
よ
う
で
し
た
。

密
接
を
続
け
て
い
〈
事

2
つに、

A
子
が

ff訳
守
れ
て
か

L
Eん
な
に

一
生
け
ん
め
い
に
育
て
て
き
た

か
、
自
分
の
ζ
と
は
後
ま
わ
し
に

培
え
教
育
的
認
慮
を
行
っ
て
き
た

A
子
は
中
学
一
年
生
。
連
淘
や
か
が
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
語
る
う

背
査
が
好
き
な
弱
る
い
女
の
子
で
ち
に
、
お
母
さ
ん
自
身
が
そ
の
ζ

し
た
が
、
変
L
悼み
ζ
ろ
か
ら
ど
玄
っ
と
の
異
常
さ
に
即
日
づ
吾
始
め
ま
し

も
元
気
が
あ
D
ま
せ
ん
。
九
月
に
た
ロ
「
緩
て
い
る
時
も
お
む
つ
が

入
っ
て
か
ら
は
学
校
恒
行
き
渋
っ
ぬ
れ
な
い
よ
ラ
に
と
何
度
も
お
む

た
Pた
っ
て
も
す
ぐ
に
気
分
が
悪
つ
を
と
の
か
え
た
。
今
か
ら
思
7

え

く
な
り
ま
す
。
病
院
で
も
内
科
的
ば
、
子
供
は
多
少
お
む
つ
が
ぬ
れ

な
異
常
が
み
つ
か
ら
な
い
の
で
、
て
い
て
も
ぐ
っ
す
り
絞
り
た
か
っ

心
配
に
な
っ
た
お
母
さ
ん
が
相
絞
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
モ
れ
と
同
じ

に

r一
ら
れ
ま
し
た
。
一
一
二
一
一

-g
ょ
5
な
乙
と
を
今
も
や

:

一

J

一
一
恥
義

お
討
さ
ん
白
誌
に
よ
元
ノ
一
、
i
F
っ
て
い
る
£
う
な
出
測
が

れ
ば
、
李
は
一
学
期
務
当
ブ
弘
す
る
。
」
同
時
に

に
ほ

3Eつ
な
成
績
が
一
一

J
ピ
潟
市
川
翼
に
量
的
に
怒

と
れ
ず
向
信
を
な
く
し
一
「
ト
ト
ヲ
一
明
約
ま
れ
な
か
っ
た
ζ

と
が

て

い

た

と

に

ろ

へ

裏

号

ペ

円

ν
家
庭
や
子
駄
に
封
ず
る

み
の
水
砧
拙
霞
で
の
長

5
1
1
3
F
4
4
典
講
な
思
い
白
糠
泉
に

敗
が
重
な
り
、
柄
神
的
に
落
ち
込
な
っ
て
い
た
と
と
、
ま
た
そ
ん
な

ん
で
い
っ
た
よ
う

τT。
柄
療
者
両
親
の
思
い
か
A
手
に
量
荷
に
な

に
は
、
一
見
と
て
屯
溜
ま
れ
た
泊
っ
て
い
た
こ
と
に
ま
で
考
え
が
深

か
い
家
庭
と
受
け
取
れ
ま
し
た
ま

P
非
主
~
。
お
母
さ
ん
も
幼
い

が
、
そ
ん
な
中
で
お
母
さ
ん
は
一
世

ζ
ろ
の
つ
ら
い
体
験
を
語
っ
た
ζ

照
の
汀
を
日
目
ト
レ
す
ぎ
て
い

rrT
と
に
よ
b
、
車
に
な
っ
た
よ
ー
つ
で

に
背
て
す
ぎ
た
よ
う
〈
子
。
過
保
ナ
。
内
抗
露
の
母
親
』
歪
互
の

識
に
育
て
て
は
い
け
な
い
と
気
に
臼
悼
に
煽
接
点
ゲ
終
わ
D
詐
レ
た
。

。巡問臼稜 12月16[J (火) 10時~12時 日本生

命 13時~15時湊製作所/12月 21日(臼 )10時

~12時松小学校・ 13時~1日寺徳延ゴム社宅

α由地蕊自治会)/12月 24日 α<)10時 "'15時

日程/1丹 7EI (水) lC時~1出長年半 平器市住吉i;li

1月 8羽仁木)10時-12時県合同庁舎・ 13時~

15時半平塚市民病蕊

、~~-ご協力ありがとうございました，~γー

東海大学12日本、中南信用金庫四之宮支活25本、

県立平揖農業高校148京、県立高摂高校217京、八

橋地区自治会見本、真

土地区自治会65本、し

らさ苦ライオ/7クラ

ブ 197本、 長部E華麗75:$:。

1iiiιi!?;iiii53ii1i1 
A 怠J??532立見足立詰訪日暴言語長望
書tZRSi; 詩吟寄言語SS整担令官訪宣言者持
悲喜左 42ぶ露 正襲安ぞ袋童雪長喜重ギ参 宮一豊星空E喜安

芸霞警質 笥

2話}Z飽筒火

量22葉市警

iiiiit 
主主若草君

害嘉重お' 急言旨

iiZiii i i 
宅建害語空襲 守主

;長!?i?if
長星雲室長主題義吉

雪長2522ig
会iAtliiii
zfi iitiH 

112 

主主設使用料

与結婚式場⑤守宅 ャ 2，OOC内
・披露宴会場、 46人以下令 。 2，20C円

ρ 66人以下 ..， 2φ5日Jp:j

出問、合わせは市民セYタ一事務局簡話(32)2235へ。
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